
日出町教育委員会
日出町教育委員会が求める教職員

日出町教育委員会の特色ある取組

文教の町「ひじ」のオススメ情報

○学校への支援体制の充実

・教育支援センター「フレンドリー広場」やＳＳＷの活用による不登校児童生徒への支援

・特別支援教育支援員を配置し、特性に応じた教育をサポート

○幼保小、小・中学校の接続を重視した取組

・関係機関と連携した就学前の支援、幼保小連絡協議会の充実（研修・情報交換等）

・大神小、大神中における小中連携の充実（乗り入れ授業、合同行事等）

○日出町立図書館 暘谷駅隣にH27年にオープン、学校と連携した図書館教育の充実
○「ふるさと日出の歴史」の刊行 小学校高学年以上を対象にした内容、学校教育への活用
○世界農業遺産の認定 各中学校で「城下かれい」や「地域の農業」について研究
○人間魚雷「回天」訓練基地跡 大神地区に記念公園として整備、平和教育での活用
＜文化財の指定＞ 的山荘（国重要文化財：近代和風で県１号） 致道館（県指定文化財：県内唯一の現存する藩校）

日出町では、子どもの力と意欲を伸ばす学校教育を推進するため、

１．専門的知識をもち、実践的指導力のある教職員
２．組織で連携して協働する教職員
３．子ども、保護者、地域から信頼される教職員

を求めます。

○学校・家庭・地域が一体となった教育の推進
・コミュティスクールの全校指定による、さらなる地域や家庭との連携と協働
・ＰＴＡと連携した「１０（１１）－７－１運動」※１「テレビ・ゲームで２時間以内」「１日６０分の身体活動」の推進

※１ １０（１１）－７－１運動

夜１０時（中学校は１１時）までに寝て、
朝７時までに起き、茶碗１杯（パン１
枚）の朝ごはんを食べようという運動


